
不審な電話や訪問にはご注意ください！！不審な電話や訪問にはご注意ください！！不審な電話や訪問にはご注意ください！！
　全国各地で、「社会保険庁」や「社会保険事務所」あるいは「社会保険事務局」、「日本年金機構」や「年金事務所」
もしくは「厚生労働省」などの職員と称して、現金を詐取したり、銀行口座番号を聞くなど、不審な電話や訪問
があったという問い合わせや、"年金関係の書類"を配達できないなどと言って、運送会社を名乗り、職業や会社
名などの情報を入手しようとする電話があったという問い合わせも寄せられています。
　これまでに寄せられた「不審な電話や訪問のケース」をご紹介しますので、怪しいなと感じたら、お近くの年
金事務所または警察に連絡してください。

・社会保険庁や社会保険事務所、社会保険事務局という組織は存在しません。（平成22年1月1日に廃止）
・公的年金の業務は、日本年金機構が全国の年金事務所で行っています。（平成22年1月1日から）
・医療給付の業務は、協会けんぽ（全国健康保険協会）で行っています。（平成20年10月から）

まず、ここにご注意ください！！

・できるだけ1人で対応せず、相手の名前・所属・用件を聞き、メモを控えて家族等に相談してください。
・怪しいと感じたら、口座番号等の個人情報を話したり、支払いをせずに、お近くの年金事務所、または警察へ

お問い合わせください。

不審な電話や訪問があった場合は・・・

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：５－１１１５　告知端末機：５－８８１３

●ケース１：青色（水色）封筒の返送確認、医療費の還付金手続き・給付金返還
　「○月頃に、青色（水色）の封筒を送りましたが、返送しましたか」、「医療費の還付金があります」、「医療費の給付
金が戻るので手続きするように」などと言われ、銀行名や銀行口座番号を聞いたり、近くのATM（現金自動預け払い機）
に行くよう指示され、銀行口座番号などを教えたり、現金を振り込んだ。
ここがポイント☝
・銀行口座番号や振込先などを電話で聞いたり、振り込みを指示することはありません。
・平成23年度は、青色（水色）の封筒で「ねんきん定期便」をお送りしていますが、返送をお願いするのは、ご自

身の年金加入記録に漏れや誤りがある場合だけです。
●ケース２：年金の手続き代行
　「年金の手続きが済んでいないので、代わりに手続きをしてあげる。手数料が必要」などと言われ、現金を渡した。
ここがポイント☝
・日本年金機構及び民間事業者は、手数料と称して現金をお預かりすることは行っていません（手続きに手数料は不要）。

代わりに手続きを行うこともありません。
●ケース３：老齢福祉年金の手続き
　「老齢福祉年金の手続きがされていない。請求期限が切れてしまう。」などと言われ、証書代金3,000円、印紙代
500円を請求されたので支払った。 その際に領収書の発行は無かった。
ここがポイント☝
・年金証書等の作成代金や印紙代は不要です。請求することもありません。
・老齢福祉年金を受給できる方は、大正5年4月1日生まれ以前の方に限られています。
●ケース４：国民年金保険料に関する厚生労働省担当者からの電話
　「国民年金保険料の未納があるので納付してほしい。」と言われた。その数分後に自宅を訪問してきた者から「国民
年金保険料が未納なので納めてください。」と言われ、現金を渡した。領収書を求めると「今日は持っていない。」と言
って立ち去った。
ここがポイント☝
・厚生労働省の職員が国民年金保険料について、電話をしたり、自宅を訪問して現金を受領することはありません。
・国民年金保険料について、電話をしたり、自宅を訪問することがあるのは、日本年金機構および日本年金機構が業

務委託を行っている民間事業者だけです。その際、民間事業者は、日本年金機構から業務を委託されていること、
氏名と会社名を名乗ることになっており、訪問時は、日本年金機構が発行した身分証明書を提示することとなってい
ますので、身分証明書を確認してください。自宅を訪問して国民年金保険料をお預かりする場合は、「領収証書」を
発行しますので、必ず受け取ってください。
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